
 

 

 

 

 

  

 
 

嬉しい成長  

                    園長   石塚  秀行  

たんぽぽ組の初めての子ども会では、劇や合奏、合唱を元気よく披露してくれました。日頃の園生活の

様子が浮かんでくるようで、保護者の方もほっとしたのではないでしょうか。先生方の指導・支援だけでな

く、そら組やうさぎ組のお兄さんお姉さんに応援されて安心できたことも、子供たちのパフォーマンスにつな

がっています。人とのつながりを一つの柱にすえた指導が実ったことをとて

も嬉しく思います。そして、保護者の皆様一人ひとりの最後の言葉が、子供

たちの大きな達成感と自信につながったことと思います。  

尾久幼稚園の子供たちは皆、この 1 年間で大きく成長しました。そして、

3 月が終わるといよいよそら組は小学校へ入学し、うさぎ組は最上級生へ

進級していきます。 

そら組さんは、得意技を発表する会で、おうちの人に頑張っているところ

を見せようと、上手にできるようになるまで何度も繰り返し練習しました。前日のリハーサルでは、練習の成

果を皆で見せ合いました。うまくいかなくて繰り返しチャレンジしているお友達を、ずっとそばにいて応援し続

けている場面もありました。できたときには、自分事のように喜んでいました。すてきな子供たちです。新しい

世界へ希望を膨らませて出発できるよう、残りの園生活でさらに素敵な思い出を作ってほしいと思います。  

そら組さんのことをいつもそばで見ていたのがうさぎ組さんです。そら組さんのことが大好きなうさぎ組さ

ん。興味のある遊びを教えてもらいに、そら組さんの部屋に行くこともあります。そら組さんの後姿を見て、

様々なことを学んでいることでしょう。園でのお仕事もそら組さんから引き継ぎを終えたところです。係活動

やお誕生会の司会等、力を合わせて取り組んでいます。先日の誕生会では緊張しながらも立派に司会を

全員で務めることができました。これからの活躍が楽しみです。 

少し早いですが、地域・保護者の皆様、今年度も本園の教育活動にご理解とご協力いただきありがとう

ございました。残りわずかとなりました。子供たちが夢と希望をもって、次のステージに上がれるよう教職員

一丸となって教育活動を行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月のねらい  

《 ３ 歳  た ん ぽ ぽ 組 》  

・ 友 達 と 思 い を 伝 え 合 い な が ら 、 一 緒 に 遊 ん だ り 活 動 し た り す る こ と を 楽 し む 。  

・ 生 活 の 見 通 し を も ち 、 身 の 回 り の こ と を 進 ん で 行 お う と す る 。  

・ 大 き く な る 喜 び と 進 級 に 対 す る 期 待 を も つ 。  

《 ４ 歳  う さ ぎ 組 》  

・ 友 達 と 思 い を 伝 え 合 い 、 自 分 た ち で 生 活 や 遊 び を 進 め て い く 楽 し さ を 感 じ る 。  

・基 本 的 な 生 活 習 慣 を 身 に 付 け 、生 活 に 必 要 な こ と を 自 分 た ち で 進 め よ う と し 、進 級 す

る こ と へ の 期 待 や 自 信 を も つ 。  

・ 身 近 な 春 の 自 然 に 触 れ 、 関 心 を も つ 。  

《 ５ 歳  そ ら 組 》  

・互 い の 成 長 や 良 さ を 認 め た り 相 手 の 思 い を 受 け 入 れ た り し な が ら 、友 達 と の つ な が り

を 深 め る 。  

・周 り の 人 に 感 謝 の 気 持 ち を も ち 、修 了 や 就 学 へ の 喜 び を 感 じ た り 、期 待 を も っ たり す

る。  

・身 近な 自然 の変 化に 気付 き、 季節 の移 り変 わり に関 心を もつ 。  

３月  幼稚園だより 

                

 
ホームページ 
https://www.aen.arakawa.tokyo.jp/ogu/index.html 

 

令和５年２月２８日 

荒川区立尾久幼稚園 

  園長  石塚 秀行 

尾久幼稚園マスコットキャラクター  

おぐっぽー  

教育目標  

〇元気で明るい子  

〇よく考え、すすんで行動する子  

〇思いやりのある子  



やわらかな陽ざしの中で遊ぶ 風の子たち！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度４月からのお弁当形式の給食開始について 

荒川区教育委員会からの手紙でお知らせしたように、令和５年度４月からお弁当形式による給

食の提供が始まります。給食費は荒川区負担のため、保護者の皆様の負担はありません。お弁当

形式の給食になることで、昼食時の持ち物が下記のように変更になりますので、お知らせいたし

ます。ご理解・ご協力の程、お願いいたします。 

ランチョンマット、はし・フォーク・スプーンのセット、おしぼり、 

昼食時に必要なものを入れる巾着などの袋（指定はありません） 

＊遠足などの行事の際は、ご家庭からのお弁当を用意していただくことがあります。 

＊水曜日は、お弁当形式による給食を食べてから、年中組１３時・年長組１３時１０分降園とな 

ります。 

＊令和５年４月１１日（火）からお弁当形式による給食提供を開始します。 

＜年少・たんぽぽ組＞ 

 先日の子ども会では、たくさんの応援ありがとうござ 

いました。始めは緊張した様子の子供たちでしたが、い 

ざ始まると、元気いっぱいに歌ったり、合奏したり、動 

物になって動いたりし、楽しんで表現する姿を見ていた 

だけたことと思います。 

 まだまだたんぽぽ組の保育室では劇ごっこを楽しんで 

います。絵本の読み聞かせを行うと「じゃあ今度、その 

お話を劇にしようか」等と色々なお話に触れる機会にも 

なりました。みんなと一緒に行う楽しさや嬉しさを味わ 

い、保育室では友達とのやり取りが増えたように感じます。 

＜年中・うさぎ組＞ 

今までそら組さんが幼稚園のみんなのために頑張って

くれていた「係の仕事」の引き継ぎがありました。一緒に

やりながら丁寧に教えてもらい、今では教えてもらったこ

とを思い出しながら、うさぎ組だけで毎日一生懸命に取り

組んでいます。 

そら組さんがあともう少しで修了ということを知り、

「ありがとう」と「おめでとう」の気持ちを伝えたいと感

じたうさぎ組の子供たち。そら組さんのために『おわかれ

パーティー』を開くことにしました。招待状を作って渡し 

に行ったり、パーティーの飾りを作ったりして、一生懸命準備しました。当日は、そら

組さんやたんぽぽ組さんに喜んでもらい、とても嬉しそうにしていました。３月も、進

級に向けて期待や自信をもって過ごせるようにしていきます。 

＜年長・そら組＞ 

 ２学期から、縄跳びや竹馬、鉄棒、けん玉、など

に取り組んできたそら組の子供たち。毎日取り組む

ことで「今日はここまでできた！」と自分の成長を

感じ、継続的に取り組むことの面白さを感じていま

す。また、「○○くんはけん玉名人だね！」「コツを

教えて！」と、互いの良さを認めたり、「頑張れ！」

「焦らなくていいよ！」と励ましたりする姿があり

ました。先日の「得意技発表会」では、これまでの

頑張りを保護者の方に見ていただき、さらに自信が

ついたようです。 

 ３月は、学級の友達と過ごす喜びを十分に感じな

がら、修了や就学への期待を高めていけるようにし

ていきます。 


